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東京新聞 2017 年 12 月 3 日付け　（61 頁から 60 頁の順でお読みください）
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ヽ 奉斤 月 （第3種郵便物認可）

［ちら特報部

満
智
子
さ
ん
は
茂
子
さ
ん
か

ら
、
事
件
そ
の
も
の
の
話
を
聞

い
た
記
憶
が
な
い
。

終
戦
問
際
、
茂
子
さ
ん
は
伊

勢
で
教
職
を
得
た
後
、
一
九
五

二
年
、
地
元
の
東
京
に
戻
り
、

檜
原
村
の
小
学
校
に
勤
務
。
乳

が
ん
を
患
っ
て
、
六
八
年
に
五

十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
間
、
銃
弾
の
一
部
は
茂

子
さ
ん
の
体
内
に
残
っ
た
ま

ま
。
そ
の
こ
と
を
満
智
子
さ
ん

に
「
健
診
ご
と
に
ぎ
ょ
っ
と
さ

れ
る
」
と
語
る
時
に
は
事
件
に

触
れ
た
。
だ
が
、
満
智
子
さ
ん

は
傷
痕
の
痛
み
を
訴
え
る
姿
も

見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

「
生
々
し
す
ぎ
て
話
せ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
私
に
も
決
し

て
弱
い
と
こ
ろ
を
見
せ
な
か
っ

た」
父
・
良
二
さ
ん
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
た
記
憶
も
な
い
が
、

結
婚
前
に
書
い
て
い
た
父
の
日

記
帳
が
残
っ
て
い
る
。
日
記
の

内
容
は
、
レ
コ
ー
ド
を
買
っ
た

話
な
ど
た
わ
い
な
い
が
、
事
件

を
示
す
よ
う
に
銃
弾
が
貫
通
し

た
痕
が
あ
る
。
「
こ
れ
が
父
の

形
見
。
父
を
実
感
で
き
る
も

の
」
と
、
タ
オ
ル
に
く
る
ん
で

大
切
に
保
管
し
て
い
る
。

満
智
子
さ
ん
は
建
築
事
務
所

な
ど
で
働
い
た
後
、
結
婚
し
て

息
子
を
出
産
。
約
四
十
年
前
に

飲
食
店
を
開
い
た
。
こ
の
間
、

通
州
事
件
の
こ
と
が
頭
を
離
れ

ず
、
新
聞
を
読
ん
で
も
「
通
州
j

事
件
」
の
文
字
を
探
し
て
し
ま

う
。
事
件
を
知
る
人
も
少
な

「祖父の死利川しなし でヽ」
く
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
き

た。
一
年
ほ
ど
前
、
新
聞
記
事
で

通
州
事
件
の
記
録
が
、
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
記
憶
遺
産
に
登
録
申
請

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
申
請

を
支
援
す
る
保
守
系
団
体
に
連

絡
を
取
る
と
、
集
会
で
話
を
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
遺
体
の
状
況
な
ど
事
件
の

残
虐
性
を
強
調
す
る
雰
囲
気
に

は
違
和
感
を
覚
え
た
。

満
智
子
さ
ん
は
「
満
州
に
渡

っ
た
当
事
者
た
ち
は
純
粋
な
気

持
ち
だ
っ
た
と
思
う
が
、
結
果

的
に
は
中
国
を
侵
略
し
た
こ
と

に
な
る
。
純
粋
な
気
持
ち
が
純

粋
な
ま
ま
受
け
取
ら
れ
た
か
、

と
い
う
と
違
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
私
は
事
実
を
事
実
と
し
て

だ
け
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

れ
以
上
で
も
、
そ
れ
以
下
で
も

な
い
ん
で
す
」
と
訴
え
る
。

一
方
、
「
こ
ち
ら
特
報
部
」

は
、
祖
父
の
死
が
通
州
事
件
に

よ
る
も
の
と
、
つ
い
最
近
知
っ

た
元
幼
稚
園
教
諭
の
嶽
村
久
美

子
さ
ん
（
六
七
）
1
1
福
岡
市
1
1
か
ら

も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

嶽
村
さ
ん
の
母
の
熊
本
県
の

実
家
で
は
、
祖
父
・
甲
斐
厚
さ

ん
が
軍
服
で
白
馬
に
ま
た
が
っ

た
写
真
が
あ
り
、
「
立
派
な
死

を
遂
げ
た
」
と
聞
か
さ
れ
て
育

っ
た
。
だ
が
、
一
年
ほ
ど
前
、

通
州
事
件
に
つ
い
て
書
か
れ
た

本
を
読
み
、
祖
父
の
死
の
真
相

を
知
っ
た
。

当
時
、
厚
さ
ん
は
陸
軍
の
特

務
機
関
の
少
佐
。
新
聞
は
「
甲

斐
少
佐
の
居
室
に
入
れ
ば
少
佐

V

ゞ
’-‘.`

l
]
 

が
軍
刀
と
拳
銃
を
両
手
に
持
ち

鉢
巻
姿
そ
の
ま
ま
壮
烈
な
戦
死

を
遂
げ
て
い
た
」
（
三
七
年
八

月
五
日
付
東
京
朝
日
新
聞
）
と

伝
え
て
い
た
。
親
戚
の
集
ま
り

で
話
題
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
が
真
実
だ
っ
た
。

「
本
当
の
こ
と
を
知
り
た

い
」
と
嶽
村
さ
ん
は
防
衛
省
図

書
館
や
靖
国
神
社
に
も
行
っ

た
。
靖
国
神
社
に
は
、
厚
さ
ん

直
筆
の
短
歌
が
あ
っ
た
。
「
死

場
所
を
得
た
る
君
な
り
山
桜

花
い
さ
き
よ
く
散
れ
と
こ
そ
思

へ
」
な
ど
の
三
句
。
「
死
が
美

化
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
た
。

事
件
当
時
九
歳
だ
っ
た
母

（
八
も
は
現
在
、
福
岡
市
内
で
一

人
暮
ら
し
。
あ
ら
た
め
て
事
件

に
つ
い
て
母
に
尋
ね
た
が
、
父

を
亡
く
し
た
時
の
気
持
ち
な
ど

は
語
2
な
か
っ
た
。
「
天
皇
陛

下
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
と
し

て
、
自
分
な
り
に
解
決
し
て
生

き
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
死
後
、

特
進
で
中
佐
に
な
っ
た
こ
と
が

影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

通
州
事
件
を
実
証
的
に
研
究

す
る
愛
知
大
非
常
勤
講
師
の
広

中
一
成
氏
（
中
国
近
現
代
史
）

は
「
甲
斐
中
佐
は
通
州
事
件
の

1
9
3
7年
7
月
29
日
未
明
、

i

守
備
隊
の
動
き
を
封
じ
た
上
で
、
居
留
民
の
日
本
人
と

口

日

□g注
ら
い
政
権
だ
っ
た
翼
東
防
共
自
治
一
朝
鮮
人
を
次
々
と
殺
害
し
た
。
在
天
津
日
本
総
領
事
館

政
府
が
治
め
て
い
た
通
州
で
、
翼
東
政
権
の
治
安
維
持
i

北
平
警
察
署
通
州
分
署
の
調
査
で
は
、
亡
く
な
っ
た
居

部
隊
で
あ
る
中
国
人
の
保
安
隊
が
反
乱
。
日
本
軍
通
州
一
留
民
は
日
本
人
1
1
4人
、
朝
鮮
人
1
1
1人
だ
っ
た
。

「真相」知った籠淋寸ク＼うと子さん

祖
父
甲
斐
厚
さ
ん
に
つ
い
て
語
る

嶽
村
久
美
子
さ
ん
1
1
福
岡
市
で

通
州
事
件
の
遺
族
の
証
言

を
取
り
上
げ
る
の
は
三
度
目

だ
が
、
悲
し
み
を
押
し
殺
し

て
語
る
姿
に
襟
を
正
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
事
件
の
悲

惨
さ
を
い
く
ら
強
調
し
よ
う

が
、
戦
中
の
日
本
軍
の
残
虐

行
為
と
相
殺
は
で
き
な
い
。

私
た
ち
が
す
べ
き
な
の
は
、

遺
族
の
切
実
な
証
言
か
ら
、

反
戦
平
和
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
を
探
る
こ
と
だ
。
（
典
）

2
0
1
7
.
1
2
.
3
 

被
害
者
の
一
人
と
し
て
当
時
、

英
雄
視
さ
れ
た
。
ご
家
族
に
と
一

っ
て
は
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
半
面
、
軍
人

の
身
内
と
し
て
誇
ら
し
さ
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
戦

後
、
日
本
軍
の
侵
略
性
が
指
摘

さ
れ
、
家
族
が
発
言
す
る
こ
と

は
、
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
。
事
件
発
生
か
ら

八
十
年
、
家
族
が
語
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
事
件
が

歴
史
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
」
と
話
す
。

嶽
村
さ
ん
は
、
中
国
人
の
残

虐
性
を
あ
お
り
立
て
る
右
派
の

言
説
に
眉
を
ひ
そ
め
る
。

「
祖
父
は
『
肥
後
の
甲
斐
こ

こ
に
あ
り
』
と
勇
敢
に
叫
び
な

が
ら
亡
く
な
っ
た
と
い
う
が
、

妻
や
子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て

亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
天
皇
の
名
の
下
に
命

を
奪
わ
れ
、
今
度
は
中
国
た
た

き
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
祖

父
の
死
を
踏
み
に
じ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
」
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（第3種郵便物認可） 零
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、 亡

こち司
r̀ 

日中戦争の発端となった1937年の慮溝橋事件から約3週間
後、中国・北京郊外の通州で多数の日本人と朝鮮人が中国人

部隊に殺害された「通州事件」。日本人の反中国感情をあお

り、戦争支持を決定づけた事件とされる。だが、 「こちら特

報部」でこれまで2度にわたって紹介してきた遺族らは、親
族を殺害された恨みよりも「戦争の悪」を強く訴えた。今回

新たに事件当時、母親の胎内にいた女性が取材に応じた。事

件が頭から離れなかった女性の思いとは一。 （佐藤大）

〇出産後に再会した浜口茂子さんと
満智子さん（右側）、安田正子さん
と美智子さん（左側）の母娘＝4人
の背後に立つ女性が誰かは不明
⑤生前の浜口良二さん
（いずれも加納満智子さん提供）

「
私
の
中
で
は
通
州
が
い
つ

も
『
同
居
」
し
て
い
ま
し

た
」
。
東
京
都
練
馬
区
で
飲
食

店
を
営
む
加
納
満
智
子
さ
ん

（八
o)
は
落
ち
着
い
た
口
調
で
語

り
始
め
た
。

事
件
後
に
生
ま
れ
た
満
智
子

さ
ん
に
、
事
件
に
つ
い
て
の
直

接
の
記
憶
は
な
い
。
た
だ
、
母

•
浜
口
茂
子
さ
ん
は
生
前
、
私

家
本
に
事
件
前
後
の
経
緯
を
詳

細
に
書
き
残
し
て
い
た
。

父
•
浜
口
良
二
さ
ん
は
「
満

め
ん

州
棉
花
協
会
」
か
ら
「
通
州
植

「事実だけ知ってほしし」ヽ
棉
指
導
所
」
に
派
遣
さ
れ
た
綿

花
栽
培
の
指
導
者
。
優
良
品
種

を
増
殖
す
る
研
究
に
従
事
し
て

お
り
、
農
民
指
導
の
た
め
、
事

件
の
約
一
カ
月
前
に
奉
天
（
藩

陽
）
か
ら
通
州
入
り
し
た
。
前

年
に
結
婚
し
た
ば
か
り
の
茂
子

さ
ん
は
妊
娠
し
て
い
た
。

通
州
の
日
本
人
は
事
件
前
か

ら
、
不
穂
な
空
気
を
感
じ
取
っ

て
い
た
。
事
件
前
夜
、
茂
子
さ

ん
は
翼
東
政
府
の
一
連
の
施
設

が
あ
る
通
州
城
内
の
「
安
田
公

館
」
と
呼
ば
れ
る
官
舎
に
一
緒

に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
一
緒
に

い
た
の
は
良
二
さ
ん
の
同
僚
の

安
田
秀
一
さ
ん
と
臨
月
の
妻
・

正
子
さ
ん
ら
日
本
人
十
人
。
良

ニ
さ
ん
は
宿
直
で
、
少
し
離
れ

た
政
府
庁
舎
内
に
い
た
。

七
月
二
十
九
日
午
前
四
時
f
J

ろ
、
突
然
、
銃
声
が
鳴
り
響
い

両親とも被弾力0嶺桁繭看『ヨこさん
た
。
茂
子
さ
ん
ら
は
応
接
室
に

身
を
隠
し
た
が
、
保
安
隊
が
押

し
入
っ
て
銃
を
乱
射
し
た
。
相

次
い
で
銃
弾
に
倒
れ
る
中
、
茂

子
さ
ん
は
弾
を
背
中
に
受
け
、

正
子
さ
ん
も
弾
が
下
腹
部
か
ら

足
を
貫
通
し
て
失
神
し
た
。
茂

子
さ
ん
は
か
す
む
意
識
の
中
、

腹
を
蹴
ら
れ
た
気
が
す
る
が
、

二
人
と
も
死
ん
だ
と
思
っ
た
の

か
、
そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
た
。

十
人
中
八
人
が
死
亡
。
生
き

残
っ
た
茂
子
さ
ん
と
正
子
さ
ん

は
意
識
を
取
り
戻
し
、
銃
撃
に

よ
る
け
が
と
身
重
の
中
、
窓
を

乗
り
越
え
て
建
物
の
外
に
出

て
、
必
死
で
飲
み
物
や
食
べ
物

を
探
し
て
命
を
つ
な
い
だ
。

三
十
一
日
に
な
り
、
救
援
に

来
た
日
本
軍
に
助
け
ら
れ
た
。

良
二
さ
ん
は
庁
舎
内
で
亡
く
な

っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
享
年

二
十
八
歳
。
眉
間
に
銃
弾
を
受

け
、
「
文
芸
春
秋
」
を
脇
に
招

え
て
い
た
と
い
う
。
遺
髪
を
受

け
取
っ
た
時
の
こ
と
を
「
あ
ふ

れ
る
涙
を
と
め
る
す
べ
も
な

く
、
私
は
声
を
忍
ん
で
、
思
い

っ
き
り
泣
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
、
取
り
乱
し
て
も

の
笑
い
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は

い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
つ

づ
っ
て
い
る
。

茂
子
さ
ん
と
正
子
さ
ん
は
そ

の
後
、
天
津
の
病
院
に
運
ば

れ
、
正
子
さ
ん
は
ま
も
な
く
美

智
子
さ
ん
を
出
産
。
茂
子
さ
ん

は
背
中
の
傷
口
が
化
膿
し
、
重

篤
な
状
態
だ
っ
た
が
、
治
療
を

受
け
た
後
、
良
二
さ
ん
の
実
家

の
三
重
県
伊
勢
市
に
戻
っ
た
。

そ
の
約
三
カ
月
後
に
出
産
。
良

ニ
さ
ん
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
、

満
州
の
「
満
」
か
ら
取
っ
た

「
満
智
子
」
と
名
付
け
ら
れ
、

「
良
二
の
忘
れ
形
見
」
と
大
事

に
育
て
ら
れ
た
。

満
智
子
さ
ん
が
一
歳
ご
ろ
、

奇
跡
の
生
還
を
果
た
し
た
二
組

の
母
子
が
再
会
し
た
。
そ
の
時せい

の
写
真
か
ら
は
、
少
し
前
に
凄

さ
ん惨
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

い
う
面
影
は
読
み
取
れ
な
い
。

銃
弾
で
く
り
ぬ
か
れ
た
、
父
良
二
さ

ん
の
日
記
帳
を
大
事
そ
う
に
開
く
加

納
満
智
子
さ
ん
1
1
東
京
都
練
馬
区
で
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過ちを繰り返さない日本に  藤原敏子 

                          
大類 善啓 

 
今年１月に入って藤原敏子さんから手紙（１月 10 付消印）をもらった。藤原さんは、岩

手県北上市に在住、藤原長作さんの長男の夫人である。本誌の読者ならご存じだと思うが、

藤原長作さんは方正県に住み着き、米作りを指導し、黒竜江省を米作中国一に仕上げ、多

大な貢献をされた方である。 
 以前にも２～３回、敏子さんからお手紙をもらったことはあるが今回のお手紙は、会報

25 号へのお礼である。拓大の岡田実先生が藤原長作さんを取り上げられたことに、とても

感謝され、「25 号は我が家の家宝にしたいと思います」と綴られている。 
2003 年に『風雪に耐えた中国の日本人公墓―ハルビン市方正県物語』を牧野八郎さんたち

と㈱東洋医学舎から出した時、私も「水稲王 藤原長作物語 中国の大地に根づいた日中友好の

絆」というタイトルで 11 頁に亘って書いたことがあった。敏子さんは今回の手紙で、その

時は「我が家にはとっても大切な本と思うだけで家宝と気付かずにいました」と書いてい

る。 
敏子さんは 1980 年代の後半に方正県政府に招待されて二度ほど方正県を訪れている。 

「私たち家族は後にも先にも海外旅行は二度の方正県のみです。いくら義父の功績を聞き

ましても長作は頑固で変わり者の代名詞、これだけの業績を残していたとは周辺の誰もが

信じられない事でした」と記されている。 
 この手紙とともに、敏子さんが岩手日報にかつて（2015 年 8 月）に投稿され採用された

記事のコピーが同封されていたので以下に掲載する。 

過ちを繰り返さない日本に 藤原敏子

大類 善啓

ー
'
.,
i
ー

1

,
•
9
'

お
聞
き
し
ま
す

。

こ
れ

fノ玄
過

ち

を

繰

り

返

さ

な

い

日

本

に

ー

以
上
馨
を
減
少
さ
せ
る

つ
も
り
で
す
か
。
誰
が
税

?
 

に
藤
原
敏
子

68歳
県
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

金
を
納
め
ま
す
か
。

（
北
上
市
パ
ー
ト
社
員
）
い
。
日
本
人
墓
地
が
あ
り

二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰

◇
私
の
記
憶
が
間
違
い
ま
す
:
当
時
の
毛
沢
東
主

で
な
け
れ
ば
、
安
倍
首
相
席
と
周
恩
来
首
相
が
「
戦
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

一

は
「
美
し
い
日
本
を
つ
く
争
は
一
部
の
政
治
家
の
誤
に
、
若
者
た
ち
が
希
望
を

り
ま
す
」
と
宣
言
さ
れ
ま
っ
た
考
え
に
よ
る
も
の
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
日

本
に
し
て
く
だ
さ
い
。

し
た
°
安
全
保
障
関
連
法
で
、
日
本
人
も
被
害
者
で

総
理
の
総
理
に
よ
る
総

案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
す
」
と
し
て
、

日^
本
人
墓

が
、
美
し
い
日
本
づ
く
り
地
の
建
立
を
許
さ
れ
た
墓
理
の
た
め
の
政
治
に
な
り

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

所
で
す
。

ま
せ
ん
こ
と
を
、
心
を
込

私
の
義
父
は
、
藤
原
長
そ
こ
に
は
5
千
人
以
上
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

作
と
言
い
ま
す
9

稲
作
日
の
魂
が
眠
っ
て
い
ま
す
。＿

本
一
と
な
っ
た
後
に
中
国
な
ん
と
戦
争
は
悲
惨
な
も

に
渡
り
、
墨
界
江
省
で
稲
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
70

作
招
導
を
し
ま
し
た
。
な
年
の
今
も
管
理
維
持
さ
れ

ぜ
か
。
償
い
の
た
め
で
し
て
い
ま
す
。
一
国
の
首
相

は
お
礼
の
言
葉
を
言
わ
な

こ
0

.

f
 一

度
、
墨
界
江
省
方
正
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん

。
{
•
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方正
ほうまさ

日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は１９９３年に設立され、２００５年６月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 

方正日本人公墓が私たちに間いかけるもの

「方正友好交流の会」へのお誘い

1945年の夏、ソ連参戦と続く 日本の敗戦は、 旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のも とまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されま した。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、 中国政府は、 中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、 中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりま した。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこ うと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日 中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体。法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会

101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日 中科学技術文化センター内

電話 03-3295-0411 歴瓦芯03-3295-0400 翌maH: l(J)hrui@jcs$。。lr'。jp

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HJPアドレス： hももp:/www。houmasa。com/
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≪報告≫       ありがとうございました！ 

前号の会報 25 号入稿後、2017 年 12 月 17 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また

新たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとう

ございました。（敬称略、受取った順に記載しました。2018 年 4 月 27 日現在） 
滝永登 毛利悦子 村田吉隆 遠藤滋 藤原作弥 小玉正憲 広田彰夫 さいたま市大

宮日中友好協会事務局 酒井武史 高木昻 田中佐二郎 佐藤千栄子 榎戸吉定 小出公

司 天竺桂尚穂 NPO 法人二つの観音様を考える会 山内良子 吉川孝人 近寅彦 寺

本康俊 依田高明 篠田欽次 山川梅子 肥後茂樹 栁澤永一 佐藤守男 由井格 新宅

久夫 是洞三栄子 矢吹晋 山田敬三 山下美子 佐藤喜作 貞平浩 NPO 法人やまな  

み 篠原淳子 高田京子 瀬部明子 上西隆全 清水孝一 石井敏夫 小柳保征・公代 

中野圭子 篠原国雄 岩噌弘三 下山田誠子 山田弘子 阿久津国秀 山根理一 石原健

一 伊藤眞理子 武吉次朗 斉藤剛 山口榮一 石橋辰巳 中嶋定和 大里浩秋 奥田俊

夫 飯白栄助 木村護郎クリストフ 山口真 亀山英雄 土川克広 佐藤すみ江 芦川荘

一 網代正孝 鵜沢弘 斎藤敏文 中澤道保 末広一郎 村田和代 小駒葉子 芹澤昇雄 
木戸冨美江 田沢仁 大島満吉 野中酉夫 キクチカズヤ 野村正彦 牧野八郎 土橋貞

夫 小岩盛廣 窪田かづよ 小柴玲子 近藤耀子 及川淳子 田中正昭 村田忠禧 光川

澄子 平良長政 池宮城洋 前川孝一 可児力一郎 中井詔太郎 宮腰直子 薮田喜山 
中村久美子 石尾喜代子 高橋かよ子 高橋紀代子 中村ふじゑ 上野京 岩間孝夫 岩

崎スミ 伊原忠・泰子 長谷部郁子 星野敏康 藤川琢馬 石田和久 内山則男 久保和

男 小早川のぞみ 米濱泰英 團野廣一 高橋守男 杉田春恵 鎌田アサ 西岡秀子 野

崎朋子 大津弘子 小倉光雄 原澤俊 黒岩満喜 瀧亀久男 山川禎一 崎山ひろみ 宮

本邦彦 高木凉子 皆川純麿 江田洋一 新田百合子 小関光二 照山真木子 今村隆一 
島辰夫 南村豊實 藤勝徳 根田春子 上条八郎 藤原敏子 富永孝子 井上定彦 中島

紀子 湯川誼 坊野正弘 小林淨子 石金楷 深山信雄 藤本善光 樋口貴教 田井光枝

鈴木幸子 深野正昭 馬場永子 新谷陽子 山本武 高橋健男 金成敬子 篠原孝 澤岡

泰子 名取敬和 吉崎聆子 富田恵子 小松碧 師岡武男 望月信隆 宗重勇 清嶋一順 

丸山竹嘉 川北至 高橋幸喜 岡百合子 山本義輝 中崎一通 横井幸夫 中川信幸 貞

平浩 山極晃 北川進 瀬戸口律子 城谷稔 宮城恭子 竹内功 渡辺眞知子 畑修三 

阿石定子 中澤洋 中村寛三 星野郁夫 戸田和歌 藤村光子 掛谷敏男 石田護 野沢

淑子 山内るり 竹之内信一 南雲英雄 西暢子 谷口善助 齊藤忠雄 東宮春生 
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かつて中国東北地方のある町を歩いていた時、本願寺系の寺院の跡地だったという場所

に出会った。そうか、日本の宗教教団は旧満洲の日本人たちへの布教目的に、この大陸ま

<報告> ありがとうございました！

滝永登毛利悦子 村田吉隆遠藤滋藤原作弥小玉正憲広田彰夫さいたま市大

宮日中友好協会事務局酒井武史高木昂 田中佐二郎佐藤千栄子榎戸吉定 小出公

司天竺桂尚穂汀PO法人二つの観音様を考える会 山内良子吉川孝人近寅彦寺

本康俊依田高明 篠田欽次山川梅子 肥後茂樹柳澤永ー佐藤守男 由井格新宅

久夫是洞三栄子矢吹晋山田敬三山下美子佐藤喜作貞平浩 N?O法人やまな

み篠原淳子高田京子瀬部明子上西隆全清水孝一石井敏夫小柳保征。公代

中野圭子篠原国雄岩噌弘三下山田誠子 山田弘子阿久津国秀 山根理一石原健

伊籐慎理子武吉次朗斉藤剛山口榮一石橋辰巳 中嶋定和大里浩秋奥田俊
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澄子 平良長政池宮城洋前川孝一 可児カ一郎 中井詔太郎宮腰直子薮田喜山
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崎スミ 伊原忠。泰子長谷部郁子星野敏康藤川琢馬石田和久 内山則男久保和

男 小早川のぞみ米濱泰英圏野廣一高橋守男杉田春恵鎌田アサ西岡秀子野

崎朋子大津弘子 小倉光雄原澤俊黒岩満喜瀧亀久男 山川禎一崎山ひろみ宮

本邦彦高木涼子皆川純麿江田洋一新田百合子小関光二照山真木子今村隆一

島辰夫南村豊賓藤勝徳根田春子上条八郎 藤原敏子富永孝子井上定彦 中島

紀子湯川誼坊野正弘小林滓子石金楷深山信雄藤本善光樋口貴教田井光枝

鈴木幸子深野正昭 馬場永子新谷陽子山本武高橋健男金成敬子篠原孝澤岡

泰子名取敬和吉崎玲子富田恵子 小松碧師岡武男望月信隆宗重勇清嶋一順

丸山竹嘉川北至高橋幸喜 岡百合子 山本義輝 中崎一通横井幸夫中川信幸貞

平浩山極晃北川進瀬戸口律子城谷稔宮城恭子竹内功渡辺慎知子畑修三

阿石定子 中澤洋 中村寛三星野郁夫戸田和歌藤村光子掛谷敏男石田護野沢
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で来たのだ、とその時改めて思った。その事実に驚いたわけではない。しかし、本書が明

らかにしたように、悪名高い関東軍の 731 部隊に天理教団が協力していたという事実には

驚いた。 
 明治初めに勃興した新興宗教の代表的な教祖たち、天理教の教祖である中山みきも大本

教の教祖、出口なおも貧しい生活を強いられる時代に抗議するかのようにお筆先を著した。

それは精神分析の創始者であるフロイド博士いうところの自動書記現象によって神がかり

になって書き記したものだった。 
人間はみんな平等なのだ、と説く彼女たちの教えは、帝国主義的な天皇制日本国家に受

け入れられるはずはなく、天理教は教えを一部、政府に合わせて改編し、大本教は徹底的

に弾圧された。大本の弾圧された要因は、革新将校までも教団に魅せられていった点など

さまざまな要因があったろう。今それを述べる余地はない。 
天理村として満洲に入った信者の一人の回想を取材する過程で出てきたのはこういう話

だ。「ある日のこと、関東軍からハツカネズミを飼育せよという依頼が天理村の小学校に舞

い込んだ。小遣い目当てと“お国のため”もあり、子どもたちは、競って飼育に励んだ。

自分たちが育てたハツカネズミが大量殺戮兵器の媒介となり多くの人々の命を奪う日がく

るなど、思ってもみなかった」 
中山みきの教えに背いても国策に殉じる組織、そして「いつの時代にも宗教さらには宗

教を求める人たちの「心」が、いかに国策に殉じやすいものかという危険性」を問いかけ

たという著者はアメリカ・ワシントン州出身のジャーナリスト。現在、京都市在住。著書

に『漂流するトモダチ――アメリカの被ばく裁判』（朝日新聞出版）などがある。 
（定価：本体 2000 円＋税、発行：えにし書房㈱、102―0074 東京都千代田区九段南 227 
北の丸ビル３F、電話 03－6251－4369 FAX 03-6251-4379） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
前号は通常より製作費、発送費が大幅に上がったため、カンパの要請を強くアピールし

た故もあり、多くの方々からの支援を受けた。本当に感謝します。今号は、前号より頁数

は少ないが力作揃いだと思う。寄稿していただいた方々には改めて御礼を申し上げたい。 
イラクの人質になった長谷川さんの原稿は、日本の国家、政府の本質のようなものが、

昔も今も変わらないものだとつくづくと思い、うんざりさせられる。 
毎号、最後の原稿チェックには森一彦氏の協力があるが、彼は天安門事件の４年後に北

京に駐在した。駐在仲間から、天安門事件の際、日本大使館は本当に頼りにならず、日本

人の日本への帰国では日本の航空会社が懸命に力を尽くしたと聞かされたという。 
 これからも旧満洲にとらわれず、本誌にふさわしいと思われるような内容なら、大歓迎

である。「書くのは苦手で」という方は多いが、編集人宛に手紙を書くように綴っていただ

き送っていただければと思う。 
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